
INDEX

● G7広島サミットの成果や課題等について質疑

● ２０２４年問題への対応や介護支援専門員への

支援等を求める ●踏切待ち時間短縮への支援を

県政だよりvol.93

〒７３３－８７９０

広島市西区己斐上２－３６－７

広島県議会議員 ふくち基弘事務所 行

差し支えなければご記入下さい。

個人情報は、広島県議会議員ふくち基弘の政務調査活動以外には使用しません。

郵 便 は が き

お名前 （ 歳）

ご住所

電話番号

MOTOHIRO FUKUCHI   

http://ameblo.jp/fukuchi-motohiro/

連絡先 ： ふくち基弘事務所

住所 広島県広島市西区己斐上2-36-7

電話/FAX 082-271-5369

６月２３日から７月４日まで広島県議会月６定例会が開かれ、物価高騰等へ

の対応や新型コロナウイルス感染症への対応など総額１８３億円の補正予算

案などが可決成立しました。また、田邉昌彦副知事の退任に伴い山根健嗣氏

の副知事選任に同意しました。ふくち基弘は本会議で一般質問を行うとともに、

産業競争力強化・地球温暖化対策特別委員会 副委員長に選任されました。

ふくち基弘の一般質問の内容

（質問） 被爆地広島の知事として今回のG7広島サミットの成果や課題につい

て率直にどう受け止めたのか。
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広島県議会で質問を行う様子

質問の詳細は、広島県議会のホームページ https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/0506teireikai.html をご覧ください。

令和５年度６月補正予算の概要

６月補正予算 １８３億１５２８万円

物価高騰に対する医療機関・
社会福祉施設への支援・・・２１億円

新型コロナ患者入院のための
病床確保に必要な補償等・・５６億円

介護サービス事業所等における
かかり増し経費の支援・・・１７億円

特別高圧で受電している
中小企業等への支援・・・・・１８億円

家庭業務用LPガス料金
高騰に対する負担軽減・・・１９億円

事業者への観光DX普及啓発・
DX導入支援・・・・・２．８億円

交通事業者への
EVバス導入支援・・・２．４億円

（答弁） 核兵器国及び核保有国を含む各国の首脳が被爆の実相に触れ、世界平和の実現に向けたメッセー

ジを発信するとともに、揃って慰霊碑に献花する様子が全世界に報道されたことは、大きなインパクトを与える

歴史的な成果があった。さらに広島ビジョンは、Ｇ７首脳が核兵器のない平和な世界の実現に向けて取り組ん

でいく決意を改めて世界に示したものであり、大変意義深い。一方、広島ビジョンにおいて、核抑止について現

状肯定的となっている点や、核兵器禁止条約への言及がなかった点は課題が残った。県として、日本政府に

対し、早期の核兵器禁止条約への署名・批准、少なくとも締約国会議へのオブザーバー参加を粘り強く求める。

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gikai/0406teireikai.html
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議会改革を進めてほしいテーマや、作ったらどうかと思われている条例
などがありましたらお書きください。

ご意見・ご質問などございましたら、ご自由にお書きください。

（質問） これまで行ってきた新型コロナウイルス感染症対策について、検

証結果を作成・公表し、社会全体で共有・継承していくべきではないか。

（答弁） 過去３年に及ぶ新型コロナ対策における感染防止対策、医療提

供体制、ワクチン接種などについて総合的に検証し、その結果を取りまと

めて公表するとともに、今年度策定する感染症予防計画に反映し、新興感

染症が発生した場合にも、県民の皆様が安心して暮らせるよう、地域の医

療提供体制の確保に全力で取り組む。

（質問） ２０２４年問題の解決に向け安全に従事できる環境整備等さらなる対策を講じるべきと考えるがどうか。

（答弁） 労働環境の改善について拘束時間の短縮や日帰り運行の実現のため国や関係自治体等と連携した取

組を行っている。また、県内企業の賃上げを促進するため、生産性向上を目指し作業内容の改善や標準化に向

けた支援を行ってきた。今後とも様々な取組を関係機関とも連携しながらスピード感を持って進める。

（質問） 踏切の待ち時間短縮は、渋滞緩和、事故防止、CO2排

出抑制、経済損失の防止などの効果が大きいことから、大きな

駅の近辺やJRと広電が並走していて一つになっている踏切へ

の踏切警報時間制御装置の導入支援など対策を講じるべきと

考えるがどうか。

（答弁） 抜本的な対策として踏切道の立体交差化等に取り組

んでいるが、相当な期間と事業費を要するため警報時間制御装

置の設置なども含め、ハード・ソフト両面から対策を進めること

が有効。関係機関と連携しながら、踏切道における交通の安全

や、円滑を図るための対策を計画的に推進する。

（質問） 介護支援専門員関連の法定研修への支援を行い、受講者の負担を軽減すべきではないか。

（答弁） 地域医療介護総合確保基金を活用し、法定研修のカリキュラムの充実やオンライン研修のための環境

整備、働きやすい職場づくりやイメージ改善など、介護人材の確保・定着に向けた取組を推進する。

議会改革推進委員会委員・
政策条例検討委員会委員に

広島県議会に設置されている
議会改革推進委員会と政策条例
検討委員会の委員となりました。
早稲田大学マニフェスト研究会
が行った議会改革度調査２０２２
によると、広島県議会のランキン
グは回答のあった全国１，４１６
の地方議会の中で１２６位、前年
の３０１位以下から順位を上げて
いますが、まだまだ進めていく必
要があります。委員の任期は４
年、広島県議会の改革や議員提
案による条例制定に向け取り組
んで参ります。


